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総総合合司司会会  

令令和和５５年年度度   定定時時総総会会  

令和５年６月１０日（土）午後２時から四條畷市市民総合体育館（サン・アリーナ２５） 

多目的室において、会員総数３９６名のうち、出席者数５９名、委任状・書面決議提出者 

２３９名、計２９８名で開催されました。 

  今年度は、新型コロナウイルス感染症も感染法上の分類が２類から５類に引き下げられ 

コロナ対策は平時対応となったことに伴い、従前通りの開催となりました。 

初めに、田中俊行理事長が開会の挨拶を述べ、その後１０年以上在籍し就業された会員 

１２名が表彰され、田中理事長から表彰状と記念品が授与されました。 

次に、ご来賓の四條畷市長東 修平様、四條畷市議会議長森本 勉様からご祝辞をいただき、 

大阪府議会議員内海久子様からは、お祝いのメッセージをいただきました。 

引き続き、祝電披露、議長、議事録署名人の選出のあと、議事に入り、報告事項・議案の 

審議がなされ、全議案が可決承認されました。その後、大東四條畷消防本部予防課職員に 

よる住宅に潜む火災の危険と対策として、防火対策に役立てる『防火講話』の講演、新役員 

紹介のあと、退任理事に対し感謝状を贈呈し、森本昌明副理事長の閉会のことばをもって、 

総会は無事終了いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定定時時総総会会理理事事長長挨挨拶拶   

理理事事長長  田田中中  俊俊行行  

公益社団法人四條畷市シルバー人材センター令和５年度定時総会の開催 

にあたりまして、一言ご挨拶申し上げます。 

 本日定時総会を開催するに当たりまして、３年あまり続きました新型コロ 

ナウイルスへの対応が新たな局面を迎え、本年５月８日から感染法上の分類 

が２類から５類へと引き下げられコロナ対策が平時対応となりましたこと 

から４年ぶりに会員皆様のご参加をいただき開催することとなりました。 

ご来賓の皆様には、公務ご多忙のところ、当総会にご臨席賜り厚くお礼申し上げます。 

平素は当シルバー人材センター事業にご理解ご協力並びにご支援いただき深く感謝を 

申し上げます。 

 

防防火火講講話話のの講講演演  
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会員の皆様には平素から当センター事業活動へご理解並びにご協力をいただき誠にあり 

がとうございます。この場をお借りして厚くお礼申し上げます。 

さて、昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防接種が始まるなど社会経済活動の制限が 

緩和される一方、ロシアのウクライナ侵攻による物価上昇などがみられましたが、少しばか 

り明るい兆しも見え始めてまいった１年でありました。 

当シルバー人材センター事業におきましても、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種 

やコロナ禍の自宅待機者支援事業などに係る業務委託などの特殊要因により前年度に比べ 

事業実績は大きく増加することとなりました。このような状況から、当シルバー人材センタ 

ーの令和４年度の受注件数は、前年度比２１９件減の１，４２２件となったものの、契約金 

額では、前年度比３，０７９万円増の２億８，６８０万円となりました。 

本年度は、新型コロナウイルス対応があらたな局面へ向かう中、事業活動がスタート致し 

ました。 

事業は徐々に従前どおりの状況へと戻って参りましたが、本年１０月からは、消費税の 

仕入れ税額控除として適格請求書保存方式いわゆるインボイス制度が導入されることに 

なり、請負・委任の形態で就業する多くのシルバー会員は配分金に含まれる消費税分につい 

て仕入れ税額控除ができなくなり新たな経費負担が発生することから当センターでは事務 

費手数料を引き上げることとしたものの事業運営は厳しくなることが予想されます。 

このような状況の中、当センターでは運営基盤である新規会員の入会促進、既存会員の確保 

及び新規就業先の開拓、派遣事業の拡大に努めるとともに会員の技能、技術の向上並びに 

安全就業の徹底に努め、ひとりでも多くの高齢者が就業を通じ地域社会に貢献できるようシ 

ルバー人材センターの基本理念であります「自主・自立・共働・共助」による多彩な活動を 

基盤にますますの事業発展に努めて参る所存でございます。 

何卒、みなさまのご理解ご協力をお願い申し上げます。 

結びに当たり、本日ご臨席賜りましたご来賓の皆様、ご出席いただきました会員皆様方の 

ご健勝とご多幸を祈念いたしまして誠に簡単ではありますが、総会の開会に当たってのご 

挨拶とさせていただきます。 

 

議議   事事  

《《報報告告事事項項》》  

報報告告第第１１号号  

令和４年度収支補正予算の報告について  

報報告告第第２２号号  

令和５年度事業計画及び収支予算の報告について 

《《議議  案案》》  

第１号議案 

令和４年度事業報告及び収支決算について 

第２号議案 

役員の選任について 

  

  

議議  長長  

式式次次第第  
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令令和和５５年年度度・・６６年年度度  新新役役員員紹紹介介    

理理  事事  長長  田田  中中  俊俊  行行        副副理理事事長長  森森  本本  昌昌  明明      常常務務理理事事  湯湯  元元  洋洋  司司  

理理    事事  岩岩  城城  喜喜美美子子      理理    事事  木木  田田  和和  弘弘      理理    事事  後後  藤藤  弘弘  子子  

理理    事事  阪阪  本本  律律  子子        理理    事事  乃乃  一一  清清  実実        理理    事事  寶寶  谷谷  敏敏  男男  

理理    事事  吉吉  田田  一一  矢矢        監監    事事  中中  川川    明明          監監      事事  松松  井井  一一  雄雄  

  
                                                                                          退退任任役役員員（（感感謝謝状状贈贈呈呈者者））  １１名名  
                                                                                            
                                                                                                            理理    事事  田田  中中  得得  正正  
                                                                                                        
                                                                                                        
  
                                                                                                    
  
  
  
  
  
  
  
  

  

表表   彰彰   

会会員員表表彰彰者者  １１２２名名 

１０年以上在籍し、かつ事業の発展に貢献された方々（敬称略） 

 

荻荻田田  敏敏彦彦        吉吉田田    勤勤          溝溝部部  利利之之        池池田田  秀秀夫夫  

松松本本  源源吾吾        加加藤藤  忠忠勝勝        土土橋橋  慧慧子子        石石村村  利利公公  

邊邊見見  幸幸子子        石石坂坂  彦彦三三        谷谷森森  賴賴光光        上上田田  シシゲゲ子子  

    おめでとうございます。      

 

  

 

 

 

 

令令和和 55 年年度度･･66 年年度度  新新役役員員  

会会員員表表彰彰者者表表彰彰状状贈贈呈呈  

役役員員退退任任にによよるる感感謝謝状状贈贈呈呈  



第 44 号         シルバーなわて        令和 5 年 9 月 15 日         （5） 

 

 

事事務務局局かかららののおお知知ららせせ   

 

☆☆事事務務局局職職員員人人事事異異動動   

４月１日付けで、次の通り人事異動がありましたので、お知らせします。 

 

常常務務理理事事        湯湯元元   洋洋司司   ((前前  常常務務理理事事兼兼事事務務局局長長))  

事事務務局局長長        吉吉川川     修修     ((前前  事事務務局局次次長長))  

事事務務局局次次長長    柳柳本本   照照子子   ((前前  事事務務局局主主幹幹))  

 

 

☆☆セセンンタターー駐駐車車場場ににつついいてて 

 センターへの自家用車での来所については、田原地区の会員を除き原原則則禁禁止止となって 

います。ご近所からの苦情もあることから、今後も引き続きご協力下さいますようお願 

い致します。 

 また、センターの敷地外につきましては市道のため、絶対に止めないように 

併せてお願い致します。 

  

  

☆☆緊緊急急時時のの連連絡絡先先ににつついいてて 

 近年、土曜日・日曜日・祝日及び夜間の就業が増えてきており、センター事務局は、 

休業日であることから、緊急時のみ連絡ができる連絡先を設けることとなりました。これ 

は、会員の皆さんに対して『就就業業中中にに事事故故（（ケケガガ））ををししたた』や『就就業業中中にに体体調調がが悪悪くくななっったた』 

など、緊緊急急にに連連絡絡ををししななくくててははななららなないい場場合合ののみみ対対応応ささせせてて頂頂くくももののでですす。。 

緊急性のないものに関しては対応できませんのでご了承いただきますようお願いします。 

 

 ☆☆緊緊急急時時のの連連絡絡先先電電話話番番号号  
 

 

  

  

 ☆☆訪訪問問介介護護事事業業緊緊急急時時連連絡絡先先電電話話番番号号  
 

 

 

００ ８８ ００ ――８８ ５５ ２２ ６６ ――４４ ７７ ００ ４４   

おおかかけけ間間違違いいののなないいよよううおお願願いいししまますす。。  

００ ９９ ００ ―― １１ ００ ２２ ８８ ―― ２２ ４４ ９９ ６６   

    おおかかけけ間間違違いいののなないいよよううおお願願いいししまますす。。  
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注注意意喚喚起起ににつついいてて((安安全全･･適適正正就就業業推推進進員員))  

改正道路交通法により、令和５年４月から、自転車を運転する 

全ての人は、自転車用ヘルメットの着用が努力義務化されました。 

ヘルメットを着用していない時の致死率は、着用しているときと 

比べて２.１倍も高くなっているとの結果が出ています。 

また、ヘルメットを被っていない時の大けがをする確率は９９％、 

それがヘルメットを着用するだけで２％までさがるという結果も出て 

いるそうです。警察庁の調べによると、事故が起こりやすい時間 

帯は夕方１７時から１９時の薄暗い時間帯から夜間にかけてが 

一番多く、そして通勤通学で毎日自転車を使う方や高齢者の自転車 

事故も増えているとされています。 

日々変わり続ける私たちの生活様式で、自転車を利用する方が増えている今、突然思わぬ 

事故から、自分の安全や命を守るために、自転車に乗る時は年代関係なくヘルメットをしっか 

りと着用することが大切です。自転車乗車時はヘルメットを着用しましょう！ 

 

適適格格請請求求書書保保存存方方式式（（イインンボボイイスス））ににつついいてて  

会員の皆さんにお支払いしている配分金には、発注者から預かった消費税が含まれています。 

この消費税は本来、国に納めるものですが、年間の課税売上高（配分金総額）が１千万円以 

下の会員の皆さんは免税事業者となるため、納税は不要でした。 

しかし、令和５年１０月１日からインボイス制度が始まると、シルバー人材センターは消費税 

免税事業者である会員との取引について、消費税の仕入税額控除が認められなくなり、その分 

を負担しなければなりませんが、会員の皆さんにはこれまでどおり消費税額控除をせず、発注 

者から預かった消費税額を含めて配分金をお支払いすることとします。そのため、シルバー 

人材センターとしては新たに財源を確保する必要がありますが、会員の皆さんの配分金に影響 

しないように努力してまいります。今後については、その影響により仕事が減少する可能性も 

あることから、シルバー人材センターの運営がますます厳しくなることが考えられます。 

当センターにおきましては、より一層の運営努力を行ってまいりますが、会員の皆さんの 

ご理解ご協力をよろしくお願いします。 

 また、会員の皆さんの中で、すでに適格請求書発行事業者として登録されている方は、登録 

番号(T012345…)を事務局までお申し出下さい。 
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令令和和 55 年年 55 月月にに実実施施ししたたアアンンケケーートト調調査査のの結結果果ににつついいてて 

  

この度は、会員の皆様の「パソコンやスマートフォンの利用状況」についての調査に 

ご協力頂きありがとうございました。 

  調査結果を下記のとおり報告します。 

 

記 

 

 ① 調  査  期  間  令和５年５月下旬から６月中旬 

② アンケート調査配布数  ３９８人 

 ③ 回    答    数  ２７６人 

④ 回    収    率   ６９.３％ 

 ⑤ 回答結果（下記表１～６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果は、これからの当シルバー人材センターの運営等に活用させていだだきます。 
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会会報報編編集集委委員員会会かかららおお願願いい  

   会報でコミュニケーションが取れればと思い作っておりますが原稿がなく頭を 

悩ましています。 

そこで更にお願いですが、どんなことでもかまいません。 

次のような内容で原稿用紙１枚か２枚程度をお寄せ下さい。 

イ 会員として、働く喜び、生きがいなどの自己体験等 

ロ 同好会、旅行等 

ハ 随筆、短歌、俳句、川柳等  

ニ 趣味の園芸、写真等・その他 

☀ 次回、会報の発行は令和６年１月です。 

☀ 原稿は 12 月 16 日迄にシルバー人材センター事務所までお寄せ下さいますよう 

お願します。 

 

 

編編  集集  後後  記記 

 

５月に新型コロナウイルスが感染症法上の「５類」に引き下げられてから、それまで控え 

られていた旅行や祭りなどの行事が活発になり、世間は人出でごった返しています。マスク 

も自主判断になったため、していない人も増えています。しかし、コロナが完全になくなった 

わけではなく、これまで通りの注意が必要です。 

  地球温暖化が言われて久しいのですが、７月には国連の事務総長が「地球沸騰化の時代に 

入った」と警鐘を鳴らしました。気候変動により、世界中で記録的な猛暑が続き、山火事も 

相次いでいます。私たちにできることは限られているのですが、特に除草や植木剪定、チラシ 

配りなど、外で仕事をするときは熱中症対策を万全にし、安全に心がけるようにしましょう。 

  ５月に実施した「パソコンやスマートフォンの利用状況」では、スマートフォン（スマホ） 

を持っている人が８割に上ります。今やスマホがないと 暮らしにくい時代だと感じます。 

 しかし、これを使いこなしている人がどれだけいるかはわかりません。身近に詳しい人がいれ 

 ばいいのですが、そうでなければ持っているだけの高価なおもちゃになってしまいます。せめ 

 て市役所やシルバー人材センターのホームページを見たり、ニュースや天気予報で情報収集を 

し、心豊かな生活を送りたいものです。 

 編編集集委委員員一一同同  


